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自己紹介文 

 

 

専門はアメリカ文学です。モダニズム以

後のアメリカ詩を中心に、文学テクスト

に見られる言語的特徴や、詩人・小説家

の「言葉」についての考えを明らかにし、

それらが持つ意味について検討する作

業を進めています。これに加え、アジア

系、アフリカ系など人種・エスニシティ

に基づく文学・文化研究や、ポピュラ

ー・カルチャーの研究も手がけていま

す。英語高度専門職業人コースでは、「国

際多元文化特殊講義 I」（「アメリカ現

 

いまも人気のボブ・ディ

ラン 



代文化論」と合併授業）と「言語表現技術演習」担当していますが、

後者の内容を簡単に紹介しますと、前期には、インターネット上の

新聞・雑誌、ニュース番組などを用いて、読解、作文、聞き取り、

発表などの練習を行い、高度な実践的英語力を培います。後期には、

主として英語圏のモダニズムについて、留学生とともに英語で学び

ます。大学院授業ではありませんが、学部１、2 年生対象の英語授

業も担当しています。そこでは、様々な工夫を凝らして、受講者の

読む、書く、聴く、話す力を伸ばすことに努めています。中学生の

頃からボブ・ディランをはじめとする洋楽を聴いていたため、しば

しば、少し古めの歌を教材として使っています。（洋曲の古典なの

ですが、なぜか学生の皆さんには不評です。） 

受験生へのメッセージ 英語高度専門職業人コースを受

験しようかと考えている人の中

には、英語の学習が好きであっ

たり、得意であったり、英語の

力をつけたいと思っている人が

多いと思います。自分の英語の

力はまだまだなので、もっと伸

ばしたいと思っている人もいる

でしょうし、すでにある程度高

い英語の力をさらに伸ばしてみたいと考えている人もいると思いま

す。英語にせよ、他の外国語にせよ、使わないと、あるいは勉強し

ないと、力は落ちていくものです。英語の力を維持するために、さ

らに伸ばすために、皆さんはどのようなことをしていますか。英語

の小説を読んだり、英字新聞や雑誌を読んだり、英語のニュースを

聞いたり、映画やテレビ番組を日本語字幕に頼らずに観たりするこ

とは効果があると思います。そうした学習をすでに 1 人でやってお

られる人も多いでしょうが、大学という場で、自分の関心領域につ

いて研究しながら、仲間とともに英語を学習することも有益だと思

います。そこには、母語話者の授業をはじめ、英語を使う環境があ

りますし、授業で宿題が課される環境に身を置けば、自分を甘やか

すこともできません。学習時間も増え、学習の集中度も高まること

でしょう。何よりも、教員を含め、大学には面白い人がたくさんい

ます。そうした学びのコミュニティーの一員になって、世界を少し

広げてみませんか。 

 

たまにはパーティーもあり。ふだ

んはまじめに研究しています。 


